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は場所によっ て異なり，平野中央部で深さ 25-28間，北山に近いとこ ろで 14-18間であり，こ

の部分には沢山の貝殻がある という。また，塩分濃度も 付近の河川の 10-15倍に達 し，その部

分から アンモニアの最も高い水が湧出するという。湧出量は 1分間 1斗 (18Ifmin)以上，少ない

揚合で 2-3升 (3.6-4.8Ifmin)程度とされ， 湧水には金気があ った という。 これらのアンモニ

ア井戸も，近代工業の生産物である肥料の出現とともに次第に少なく なり ， とくに，1952-195:> 

年に行われた土地改良事業によりほ とん どなくなり ，1957-1958年頃にまったくなくなったと

推定される。

農家の飲料水は， かつてはアンモニア井戸と併用 したため金気があり ，拙過 しでかろ うじて飲

用に供していたが，斐伊川の伏流水を取得する斐川町，宍道町上水道 (人口 28，000人，Q=9，600 

m3fd)，出雲 市上水道(人口 67，700人， Q =18，000 m3fd)，平田市上水道〈人口 24，000人， Q=6，500' 

m
3fd)の設置により，水質のよい上水が平野全域に配置されるようになった。また，工業用水と

して，大和紡績が伏流水を 9，800m
3fd取得 している。

なお， 出雲平野の基盤岩は第三紀中新世の地層で，これを掘削すると地下水とともにメタング

スを産 し， 一部の農家で自家用のガス井戸 として利用している。
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5，広 島 平 野

広島平野は太田川の三角洲で， 江戸時代から現代まで盛んに行われた千拓や埋立によ って形成

表 2-7-14 広島市における地質学的区分および地盤地質区分と各層の構成物
(建設省(!)による〉

!日 採さ・地表からのm m /!;i; ~Í'J 

/ fi.v，w;消t止のはげしい枯土ま じり のシノレ

I --3 J'IMを主とし、部分的には砂聴を含む.
場所によっては下足に近い砂礁の部分

い
が直接地表下に米る.

地盤地質区分 ご悶ヒとをして司iYMよりなる.剖)'5J-U'Jにシノレ
II.J代名称性 質

上 ト 挟み、そこでは明らかに上・下
。)2 ' 1 t1'こう~Ì'けーら 11.る。

挫 土居 E卜ー -3-ー10 下位にI躍を合む箇所がかなり多い。

完 I 屑有機nシノレト j日批粘土部府 t取上初urn 下 同れ許な11(いj'')。に梨おJおi却むを合ね2む1<1が日、まEでlがは河ら成は認府めと者ら

えら才1る。

都 新 時
河成層 .H:H;~f!Hl'!1日

/ 
主として粘土まじ り町シル I'!l'lよりな

H屑 上部砂牒!日us るが砂腕をはさむ部分!を日境として」二・
(広1::}砂防) 上 下 2Mに分けられる.本には一般にオ

凶世
の誕のほか、」二位附にシオフキ、カキ、

上部 浅 j陣地秘!日
-10~ 12((北調。)

ハ 7グリ、カえfミ庁イ 、下4立百にケイ化
日H百ト一一 上部粘土!日uc 1Ilf-- したれ、シャコの1~石、イセシラズfイ、

下部 (!1:i，¥粘土府)
10--33 (TH部

ウラカガミ 、イヨスグレ、シラトz椛リ成ガ分イ

~ 
等を合むことが報告されている.

紀 吏 上部 組砂屑 .mni'j7サJ百 下部砂層LS・LS' やJ'l化石部からみて、 Jニ庖はなささ線千1
wl百 近の浅海、下MはニHIJI線以深町内向i苦海

新 下部 1';1 I日 t.¥i盤硯!屑B ~:tHt物と巧えられる.

世'1v 
1主 制l砂崩をる主刊とするものでおるが、小礎

k 
上

一12-ー16(北部) をまじえ l分もあり、一般に上流側

盤 lH雲母 1;;尚治舟l 風化花w尚正G; 強府

-33--35 (市郎 ではj;草I~.オ〈く下流側て"j:lWくなっている.低

末1'1'11'期紀 事与な !日上を膏位釘の品する。
t.¥i N 一一 これより 品!日に比べて、かなり

，j，ll"皮肉;Uiい砂、粘土まじりの礁周で

T -16~? ((北古川) 平地部ではI品も ~~r:.;目的に存在するが、山

¥ 
-35--45 (j首都 脚ではIは:q:本v府wを欠〈閏月rがあり、 i中内海底

で 〈なる.

少i誌の礁をまじえた砂質1~ 肝粘 を主とす

¥1 v 
45-? るも のが多く、上位に硬 土を挟む

昔11分もある.下位については全般と して
は冊i訟でき ない.

1，¥悠 盟主l辛花l品'{:i



606 第2編地方別にみた地下水

された平野である。

この平野を構成する地質は表 2-7-14のとおりである。

広島平野では，沖積，洪積層の砂喋層にそれぞれ不圧地下水，被圧地下水が賦存し，工業用水，

ピノレ用水として，地下水の採取が行われてい る。 作井深度は1O~ 30 m のものが約 60%， 30 ~50 

m のものが約 20%を占め，残りは 10m以下である。

広島県の調査(2)によれば，広島市の 734km2の範囲で，井戸数が 261， 日揚水量 16，000m3
と

推定されている。

広島平野では，1964年から 1971年まで年間平均で 1.1cmの地盤が沈下しており，これは干

拓地や埋立地の自然圧密沈下によるもののほか，地下水の過剰揚水によ る影響が加わっている可

能性がある。
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なお，塩水浸入も図 2-7-15のとおり認められ， 1974年頃から急増している。
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6. 蒜 山 盆 地

(1) 地形・地質

蒜山盆地は蒜山三山の南麓に位置し，別名，山中盆地とも呼ばれる。旭川を挟み北方のものを

蒜山原と呼ぴ，南方の芽部の援傾斜地と区分している。

蒜山金土也を囲む山地の地質は蒜山火山群(鮮新~更新世?)の安山岩類，花商岩類，古生層など

で，これらが基盤岩類をなす。蒜山盆地には，基盤岩類を覆って蒜山原層が分布し，盆地の主部

を構成 している。蒜山原層は中期更新世の湖成層とされ，旧時の湖盆にほぼ水平に堆積した砂，

磯，粘土，珪藻土などの互層で，火山噴出物を交え，層厚は 100m 以上である。表層部は，大

山火山灰層で覆われ，蒜山三山との境には崖錐が発達している。蒜山原団体研究グループ(3)によ


